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知的障害養護学校における健康相談




























名 (33%),てんかん14名 (21%),肥満 13名 (19%)であった｡
* 長崎大学教育学部
** 長崎大学教育学部附属養護学校
2 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第 65号
知能分布 (田中ビネ一式知能検査)は,IQ51以上 11名 (16%),IQ50-41が13名 (19%),







年間の健康相談の実施状況は,表 1に示す とお りである｡
表1 年間実施状況
4月 5月 6月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
相談形式 新入生グループ相 テーマ別グループ相談ま 卒業生 (高等部3 テーマ別グノレ-プ

























































































平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度
図 1 肥満の児童生徒の割合






































































































































































































組 んでい く必要がある (有馬,2001.)｡
4.家庭 と学校の連携
精神科校医による保護者-の健康相談は,家庭 と学校の連携 とい う視点か ら意義があ り
有効であると考 えられ る｡
第-に,健康及び発達 とい う視点か ら家庭 と学校が児童生徒 に関す る情報 を共有 し,そ
の情報 を教育活動 に活か してい くことができる｡第二に,保護者-の心理的支援 によ り保
護者の不安や戸惑いが軽減 し,親子関係が安定 し,子 どもの発達 を見守 ることができるよ
うになる｡ さらに保護者-の健康教育 を通 して,子 どもの調和の とれた生活習慣の確立が
期待 され,健康相談の後の教師-のコンサルテーシ ョンは教育活動への示唆 と家庭 と学校
の連携の強化 に寄与す るもの と考 えられ る｡
著者 らが行 った健康相談において,保護者 とは母親のことであ り,参加者が母親 に限 ら
れていた｡特 に思春期の心身の変化 と性 をめ ぐる問題 に関 して,母親は父親の理解 と協力
を強 く希望 している｡父親が父親 としての役割 を引き受 け,父母が協力関係 を推進す るた
めの支援 の在 り方 について,今後検討 してい く必要がある｡
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